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る。第 l 段階では船倉を組い要素に分割して全体的な立体計算を行い，第 2 段階でいま求めた縦部材の
変形を強制変位としてトランスリングに与え細かい要素分割による計算を行い，第 3 段階で第 1 段階で
得られた解を用いて局部構造のズーミングによる解析を行い，集中応力を求めている。
以上の各解析法の妥当性を実証するため，各種の模型実験結果および実船実験結果と上記の解析法に
よる計算結果とを比較し，良好な精度で一致する乙とを確認している。
船体振動の解析においては，付加水質量を正確に算定することが解析精度の向上に必要であることに
注目し，付加水質量については，特異点分布法lとより船体表面の形状を正確に考慮に入れた計算を行っ
ている。乙れは一種の境界要素法であり，要素分割は船体表面のみについて行えばよく，計算時間が比
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較的少ないという利点がある。船体振動の解析にあたっては，船体構造に対しては有限要素法，付加水
質量の計算には特異点分布法を用いることにより，高次振動に対しても固有振動数が精度よく求められ
ることを実船実験による計測値と比較して確認しているo
以上のように，本論文は船体構造の応力解析および振動解析に対し，高精度でしかも計算時間を短縮
する解析法を開発したものであり，本研究成果は船体構造設計上貢献すると乙ろが大である。よって本
論文は博士論文として価値あるものと認める。
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